《日语写作I》课程教学大纲
《日本語作文I》科目教育計画

一、课程基本信息
课程代码：16083602

课程名称：日语写作I
课程类别：学科基础课   
学    时：32

学　　分：2

适用对象: 日语专业

考核方式：考査

先修课程：基础日语

科目基本内容
科目番号　：16083602
科目名称　：日本語作文Ⅰ
科目区分　：専攻基礎課
授業時間数：32
科目単位数：2
適用対象　：日本語専攻
試験方法　：考査

先修科目　：基礎日本語

二、课程简介
　　中文简介:
本课程为日语专业的专业技能课。作为外语学习中“听、说、读、写、”的一环，写作在外语教学中具有重要地位。日语写作以全面培养和提高日语专业学生写作水平和写作能力为主要目的。本课程是在学生已经掌握了较系统的日语语法，句型以及拥有一定词汇量的基础上，为了进一步巩固和提高学生日语写作的能力，使学生能更娴熟地运用各种写作技巧而开设的。课程主要针对写作基础知识及写作实践，分文章体裁类别进行授课，对学生进行专题训练。具体包括了“介绍文、说明文、感想文、调查报告、书信邮件、散文、意见文”等专题，全面提高学生在实际操作中的写作能力。并通过相关话题和素材，引导学生了解有关思政的日语表达形式及相关思考。

　　　日文紹介：
本カリキュラムは日本語専攻向けの専門技能の必修科目である。作文は外国語教育の重要な一環として重要視されなければならない。日本語作文の授業は学生の作文能力の全面的向上を主な目標としている。本課程はある程度の日本語能力を持っている学生を対象に、学生の作文能力の基礎を固め、各種類の作文技術を身に付けさせて、学生に自由自在に作文のテクニカルを習得させるためである。「紹介文、説明文、感想文、調査報告書、メール、エッセイ、意見文」などのジャンルに分けて、学生のオペレーション能力を高めることに重点を置く。話題や素材などを通じて、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習してもらう。

三、课程性质与教学目的
日语写作作为日语专业的专业技能课，在日语教学中具有重要地位与作用。本课程主要在专题训练中，使学生掌握各类文章的文体特点、篇章结构、修辞手段、写作技巧等，使学生掌握写作要领。本课程的主要目的，是培养学生使用准确流畅的日语书写各类实用性文章的能力，在提高学生在实际操作中的写作能力的同时，也为学生撰写毕业论文和毕业后作好工作打下基础。

四、教学内容及要求 

第一章  文章に関するの基本知識

（一）目的与要求

1．掌握日语文章与文体的基础知识与日语文章写作的基本规则

2．了解日语文章构造并掌握定题方法

3．掌握日语文章中常用的修辞方法
4. 理解相关思政知识

（二）教学内容

第一節  文章を書くための基本知識

1．主要内容　

(1)文章と文体

(2)文章を書くには

(3)書くときの基本ルール

(4)良い文章を書くために
（5）話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習する。

2．基本概念和知识点

(1)文章とは

文章の種類:文章はその目的や内容、形式などによって数多くの種類に分けられる。

文章の文体：マクロ文体・ジャンル文体・個人文体・文末文体
文末文体:a．常体（普通体）：「だ」体、「である」体

b．敬体（丁寧体）：「です・ます」体、「であります」体
(2)書き言葉（文章体）の特徴と話し言葉（会話体）の特徴

男性語と女性語:

a．女性の使わない男性語と男性の使わない女性語

b．終助詞に見られる男性語と女性語の違い

(3)主題（主題の展開）と段落（段落の切り方）

(4)良い文章の基準と注意点

(5)文章を書く手順（主題、段落、文の作り方）

a．主題を決める

b．材料を整えて計画を決める

c．構想を立てて草稿を書く

d．推敲して書き直し、そして清書する

（推敲の時のチェックポイント）

(6)文を作るときの注意点

a．正しい形の文を書く

b．一つの文には一つの事柄だけを入れる

c．一つ一つの文をなるべく短く書く

d．文の中の単語の使い方を工夫する

e．文の中で対応の語句は対応させて使う

f．良くない文を書かない

(7)書くときのルール（表記、原稿用紙）

a．文字表記：漢字と仮名の書き分け、送りかなの付け方

b．数字の書き方

c．句読点や記号について

d．原稿用紙の使い方（縦書きと横書き、原稿用紙の書き方）

e．その他

(8)良い文章を書くための注意点

a．文の長さと段落の長さ

b．文体の統一

c．語句の選び方

d．分かりやすい文章を目指して

第二節 　文章の表現力を高めるには

1．主要内容　

(1)題名の付け方

(2)文章の構想について

(3)一般修辞法

2．基本概念和知识点

(1)題名の付け方

a．題名は最後にもう一度検討して決めること

b．文章の種類に応じて題名を工夫すること

c．題名の長さに注意しながら、適切で簡潔な、新鮮感のあるものにすること

d．必要に応じて副題や分題を活用すること

(2)文章の構想、構想の種類（論理的、修辞的）

(3)構想の類型（文章構成の一般的な型）

　　三段型（序論・本論・結論）（導入部・展開部・結末部）
（首・胴・尾）（序・破・急）（発端・経過・結末）
　　四段型（起・承・転・結）
（序論　内容提起――説話　説明――論証　対立または比較など――結論　中心思想）

(4)論理的な構想（展開法、帰納法、両括法、中括法、分散法、対比法、提示法、三段論法、弁証法）

(5)修辞的な構想（時間の順序を変える、現在から過去へと回想して行くように書く、現在と過去を交錯させて書く）

(6)文章の書き出しと結び

　 a．書き出し（起筆）：解題法、引用法、冒頭法、破題法、対話法

　 b．文章の結び（結尾・書き終わり）
(7)文章の修辞法（比喩的、強調的、変容的）

　 比喩的修辞：直喩法、隠喩法、活喩法、声喩法、諷喩法、提喩法、換喩法、換称法
強調的修辞：誇張法、感嘆法、美化法、対照法、併置法、対句法、漸層法、反復法、後置法、断定法、二重否定法、程度の副詞の使用、強調の記号の使用、反語法、ユーモア法、撞着法、換置法

変容的修辞：設疑法、倒置法、引用法、省略法、現在法、命令法、音律法、列叙法、緩叙法、断叙法、婉曲法、双関法
3.问题与应用 通过本节学习提升学生对文章基础知识的把握能力。

（三）思考与实践
     　 1．良い文章を書くために、どんな所を注意しなければならないか。

     　 2．文章の表現力を高めるには、どんな所を注意すべきか。また、日本語文章の構造に対する理解。

（四）教学方法与手段

主要采取课堂讲授的方法，适当加入课堂讨论，范文分析以及写作练习。

第二章  紹介文

（一）目的与要求

1．了解各种自我介绍文的写法 

2. 掌握介绍文写作要领

（二）教学内容　

第一節　紹介文を読みましょう
主要内容：自己紹介文の書き方
自己をアピールする文章を書く；自分のことや身の回りのことを目的に合わせて、読み手に伝わるように書く；話し言葉と書き言葉の違いを整理する；話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習する。
          2.基本概念和知识点

 掌握介绍文定义与特点.

第二節  志望理由書の書き方

1．主要内容

(1)志望理由書の定義

(2)紹介文を書く要領
（3）話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練   習する。

2.基本概念和知识点

 掌握介绍文两种类型的写作要点及构成.

第三節　紹介文のための表現一と練習
1．主要内容

(1)紹介文のための表現：話し言葉と書き言葉の違い；
(2)思うと思っている；
（3）話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習する。

2.基本概念和知识点

通过大量练习掌握介绍文中常用表达方式.
第四節　紹介文のための表現二と練習

1．主要内容

(1) 長所・短所を表す言葉
(2)誤用例からみる注意喚起
（3）話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習する。

2.基本概念和知识点

 通过大量练习掌握介绍文中常用表达方式.
第五節　紹介文を準備しましょう
主要内容

表現の準備：理由・目的表現
なぜなら～からだ。～ために　～ように　～から　～ので　～のは～からだ　それで　そこで　～からこそ　～からには
内容の準備
話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習する。
2.基本概念和知识点

 通过大量练习掌握介绍文中常用表达方式.
第六節　紹介文を書きましょう

1．主要内容

(1)書く実践
（2）話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習する。

2.
基本概念和知识点
介绍文写作需注意的写作要点及日语的特有表达方式的总结.

第七節　紹介文を見直しましょう
1．主要内容

(1)紹介文を見直す
内容：この文章を書く目的は何ですか。明確ですか。これは誰が読みますか。読み手に伝わるように考えて書きましたか。
表現：話し言葉をつかっていないか。自信のない言葉は、辞書で調べたか。「思います」と「思っています」の使い方は正しいか。
形式：段落は前に1文字分スペースを空けているか。「丁寧体」と「普通体」が混ざっていないか。簡体字を書いていないか。
（2）話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習する。

2.基本概念和知识点

通过教师讲评和学生小组讨论分析各自介绍文的优缺点,总结内容,表达方式,形式上的问题点.

第八節　紹介文を見直しましょう（２）
1．主要内容

(1)書き直しと評価
（2）話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習する。

2. 基本概念和知识点 

介绍文写作中出现的格式,语言表达等方面的问题点及改进方法.
3.问题与应用 通过本章学习能够提高学生对介绍文的写作能力。在今后的实践需要中能够恰当运用。
（三）思考与实践

      1．一般的に言えば、志望理由書がどんな内容を含めているか。

      2．紹介文と他の文章の違う所。
      3.中国語の紹介文にみられる特徴、日本語の紹介文との違いなど。

（四）教学方法与手段

主要采取课堂讲授的方法，适当加入课堂讨论，范文分析以及写作练习。
第三章  説明文
（一）目的与要求

1．掌握说明文的种类
2．掌握说明文的主要特点 

3．掌握说明文的写作技巧
（二）教学内容

第一節　説明文を読みましょう
主要内容：説明文の定義と種類
(1)説明文の定義：客観的に物事を解説・説明・紹介する実用的文体の一種。
(2)説明文の方法と順序

　方法（事例、分類、数字、比較、図表、定義、解釈、例え、状態・容貌の模擬、言い替え、理由を述べるなど）内容からの必要に従う
　順序（時間的、空間的、論理的）説明する対象の特徴によって決まる

(3)説明文の分類

　 解明的説明文：強い科学性、質実、整然、比較的客観的

（自然科学の各学科の教科書、普及的読み物など）

　 記述的説明文：記述と説明が混じっている。具体的、正確、明晰

（生産の工程、科学実験や考察の報告など）

　 紹介的説明文：特徴を摑んで、簡潔、明晰、分かりやすい

（人、こと、もの、地方を紹介する文章、歴史や地理の教科書など）

　 文芸的説明文：描写と説明をかさねる

（お話など）

　 実用的説明文：強い実用性、正確、厳密

（各種の法典、条約、契約書、取り扱い説明書など）

(4)内容の違う各種の説明文の要点

　 a．出来事を説明する文章

　 b．何かのやり方を説明する文章

　 c．何かの作り方を説明する文章

　 d．何かの経過を説明する文章

　 e．物事を説明する文章
（5）話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習する。

2.基本概念和知识点
 掌握说明文定义与特点.

第二節  説明文の書き方

1．主要内容

(1)場所を説明文する文章

(2)道を案内する説明文
（3）話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習する。

2.基本概念和知识点
 掌握说明文两种类型的写作要点及构成.

第三節　説明文のための表現一と練習
1．主要内容

(1)説明文のための表現：「は」と「が」の違い；
(2)「て」、「と」、「たら」
（3）話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習する。

2.基本概念和知识点
通过大量练习掌握说明文中常用表达方式.

第四節　説明文のための表現二と練習

1．主要内容

(1) 説明文を書く時に使えそうな言葉

(2)誤用例からみる注意喚起
（3）話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習する。

2.基本概念和知识点

           通过大量练习掌握说明文中常用表达方式.
第五節　説明文を準備しましょう
1.主要内容

表現の準備：並列・順序表現
説明文には、並列順序表現を使うことが多いです。例えば、また、しかも、そして、それから、その上、さらに、および、おまけになどの表現がある。
内容の準備
話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習する。
2.
基本概念和知识点
说明文写作需注意的写作要点及日语的特有表达方式的总结.

第六節　説明文を書きましょう

1．主要内容

(1)書く実践
（2）話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習する。

2.基本概念和知识点
 说明文写作及说明文中常用副词的使用方法.

第七節　説明文を見直しましょう
1．主要内容

(1)説明文を見直す
内容：分かりやすく、簡潔な説明する文章を書けましたか。読み手の立場に立って、事柄をありのままに伝え、必要十分な情報を客観的に書けましたか。主観的な感想を書いていませんか。
表現：感情、評価の表現や、推測判断の言葉はできるだけ使わないようにしているか。格助詞や接続助詞を正確に、適切に使い分けることができたか。場所や道順の説明文でよく使われる用語をうまく使えたか。
形式：文が長すぎたり、短すぎたりすることがないか。主語と述語が離れないように書けたか。読点を適切に打つことができたか。

（2）話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習する。

2.基本概念和知识点
通过教师讲评和学生小组讨论分析各自说明文的优缺点,总结内容,表达方式,形式上的问题点.

第八節　説明文を見直しましょう（２）
1．主要内容

(1)書き直しと評価
（2）話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習する。

2. 基本概念和知识点 

说明文写作中出现的格式,语言表达等方面的问题点及改进方法.
3.问题与应用 通过本章学习能够提高学生对说明文的写作能力。在今后的实践需要中能够恰当运用。

（三）思考与实践
１．内容や対象によってどのように説明の方法や順序を選ぶか。

２．説明文の必要の項目。
3. 「粤港澳大湾区」についてどのように説明すればわかりやすいか。
（四）教学方法与手段

主要采取课堂讲授的方法，适当加入课堂讨论，范文分析以及写作练习。
第四章  感想文

（一）目的与要求

1．掌握感想文的特点与种类

2．掌握感想文的主要构成

3．掌握感想文的写作方法 

（二）教学内容　
第一節　感想文を読みましょう
主要内容：感想文の定義と特徴
(1)感想文とは：書き手が感じたところを表現した文章

(2)感想文の内容：日常生活の体験、旅先の見聞、本などの感想……

(3)感想文の書き方

(4)感想文を書くときの留意点

　 a．感銘の深い体験をもとにして迫力のある内容を盛ること

　 b．感想の根拠を明らかにすること

　 c．感想を主に説明を従にして書くこと

d．感想の焦点を絞り、思想を乱さず、首尾一貫するように書くこと

　 e．自分の感情を率直に偽りなく正しく表現するとともに、客観的な反省も忘れないようにすること

　 f．文体としては、常体でも敬体でもよいが、常体の方が一般的である
（2）話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習する。

2.基本概念和知识点
 掌握感想文定义与特点.

第二節  感想文の書き方
1．主要内容

(1)体験についての感想文

(2)事柄や作品に対する感想文
（3）話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習する。

2.基本概念和知识点
 掌握感想文两种类型的写作要点及构成.

第三節　感想文のための表現一と練習
1．主要内容

(1)感想文のための表現：文末表現の工夫；
(2)感情や気持ちを表す言葉
（3）話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習する。

2.基本概念和知识点
通过大量练习掌握感想文中常用表达方式.
第四節　感想文のための表現二と練習

1．主要内容

(1) コラム

(2)誤用例からみる注意喚起
（3）話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習する。

2.基本概念和知识点
 通过大量练习掌握感想文中常用表达方式.

第五節　感想文を準備しましょう
主要内容

表現の準備：逆接表現
感想文には、逆接表現を使うことが多いです。例えば、～のに対して、一方、が、しかし、けれども、でも、ところが、～のに、それなのに、～にもかかわらずなどがある。
内容の準備
話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習する。
基本概念和知识点
感想文写作需注意的写作要点及日语的特有表达方式的总结.
尤其重点关注反映中国文化特点的时事，将其列入写作素材并阐述自己的感想等。

第六節　感想文を書きましょう

1．主要内容

(1)書く実践
（2）話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習する。

2.基本概念和知识点
 感想文写作及感想文中常用副词的使用方法.

第七節　感想文を見直しましょう
1．主要内容

(1)感想文を見直す
内容：読み手を引き付けるような構成で書いたか。焦点をしぼって、必要な情報を詳しく書いたか。読み手に伝わるように考えて書いたか。
表現：文末表現に変化をつけたか。声に出して読んでみたか。自信のない言葉は、辞書で調べたか。
形式：ねじれ文を書いていないか。敬体と普通体がまざっていないか。簡体字を書いていないか。

          （2）話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習する。

2.基本概念和知识点
通过教师讲评和学生小组讨论分析各自感想文的优缺点,总结内容,表达方式,形式上的问题点.

第八節　感想文を見直しましょう（２）
1．主要内容

(1)書き直しと評価
（2）話題や素材の面において、思政の要素を取り入れ、関連知識を練習する。

2.基本概念和知识点 
感想文写作中出现的格式,语言表达等方面的问题点及改进方法.

3.问题与应用 
通过本章学习能够提高学生对感想文的写作能力,并在今后的实践需要中能够恰当运用。

（三）思考与实践
１．よい感想文を書くためのポイントは何であるか。

２．感想文と説明文の違い。

（四）教学方法与手段

主要采取课堂讲授的方法，适当加入课堂讨论，范文分析以及写作练习。
五、各教学环节学时分配
	教学环节

教学时数


课程内容
	讲

课
	习

题

课
	讨

论

课
	实验
	其他教学环节
	小

计

	第一章
	5
	2
	1
	
	
	8

	第二章
	5
	2

	1
	
	
	8

	第三章
	5
	2

	1
	
	
	8

	第四章
	5
	2

	1

	
	
	8

	合计
	20
	8
	4
	
	
	32


六、推荐教材和教学参考资源

（一）推荐教材
1.李运博. 《基础日语写作教程1》. 高等教育出版社.2011年

（二）教学参考资源
1、刘利国等（译）. 《国际商务日语写作》. 南开大学出版社.2003年

2、于日平（编）.《日语写作教程》.高等教育出版社.2004年

3、刘伟（编）.《日语优秀作文精选》（上、下）.南开大学出版社.2005年1月

4、王秀文.《实用日语写作教程》.外语教学与研究出版社.2004年2月
七、其他说明

本课程主要以介绍日语写作的方法与技巧为中心，建议授课教师在教学过程中适当加入与教学内容相对应的日语优秀文章，同时也建议介绍部分日本各类作文比赛中的获奖作品与日本大学生的作品，以便学生能更好得理解与掌握日语写作技能。
大纲修订人：张元                     修订日期：2023年02月 

大纲审定人：石萍                     审定日期：2023年02月   
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